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建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

市内の 幼稚園（保育園）児及び小中学生

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円

２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型

3

伊賀市の公立幼稚園・小中学校に勤務する者で組織構成され
ている伊賀市教育研究会に委託し、その会員の中で、実行委員
会を組織し、運営を行った。
夏休み期間中に伊賀市教育研究センターにおいて実施した。
（実施日　７／２８　 ）
子どもたちの創作活動を中心としたものを７ブース、実験・ス
ポーツなどの体験から学ぶものを６ブース、観る・聞くことを通し
て感性を高めるものを１ブース設置した。

旧上野市当時は子ども美術展覧会として、絵画・工作作品
を展示していたが、伊賀市になってからは、体験しながら子
どもたちの文化意識を高める内容に変わっている。
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平成１８年度 決算内容

美術・音楽などの文化活動を通して子どもたちが興味･関心を持っ
て楽しみながら学び、創造性を育む機会が提供される。
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総合評価 事業の方向性

7

9624

2120

事業の成果を測る指標

参加者数

評価項目 ポイント
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委託料

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

行政として、文化に触れる機会をより多く作る必要があるが、美術・創作・音楽・スポーツ・多文化理解などの文化活動を通し
て、子どもたちに興味・関心を持って楽しみながら学べる機会を与えることは大変意義が深い。

子どもたちが文化活動に興味を持ち、意欲的に参加していることから、今後の文化意識の向上につながる。
実施会場への交通手段が不便などの理由により参加者が減少した。

ほぼ、計画通りに実施できた。

事業内容の変更や設置ブースの縮小により、コストの縮減は多少可能と考えられるが、夏休み期間中の事業であるため入
場者数も多く、出来るかぎり縮小は避けたい。
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美術展覧会推進経費（子ども文化フェスティバル）

文化・芸術により、豊かな感性と創造性を育む
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文化イベントの推進
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Ａ 現状維持 子どもたちの文化意識を高める機会を貴重と考え、委託を継続する。
駐車スペースや交通の利便性を考えた会場を設定し、入場者数を増やしていく。
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